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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第15期

第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自　2020年７月１日
至　2021年３月31日

自　2021年７月１日
至　2022年３月31日

自　2020年７月１日
至　2021年６月30日

収益
(千円)

6,650,318 7,808,270
8,035,562

(第３四半期会計期間) (1,898,035) (2,869,035)

税引前四半期利益又は税引前利益 (千円) 834,430 1,404,907 822,302

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)利益 (千円)

716,583 945,187
850,427

(第３四半期会計期間) (288,677) (325,184)

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)包括利益

(千円) 719,249 950,747 853,179

親会社の所有者に帰属する持分 (千円) 2,177,324 8,941,507 2,311,253

総資産額 (千円) 9,652,166 20,615,502 12,199,337

基本的１株当たり
四半期(当期)利益 (円)

106.13 134.22
125.95

(第３四半期会計期間) (42.75) (43.35)

希薄化後１株当たり
四半期(当期)利益

(円) 105.99 131.57 125.79

親会社所有者帰属持分比率 (％) 22.6 43.4 18.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △730,441 2,326,152 △251,816

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △609,885 △465,549 △628,268

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,215,015 4,881,572 △893,417

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,323,625 11,144,061 5,105,449
 

(注) １．当社は、要約四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．上記指標は、国際財務報告基準(以下「IFRS」という。)により作成した要約四半期連結財務諸表及び連結財

務諸表に基づいております。

３．第15期第４四半期連結会計期間において株式会社EDISTを非継続事業に分類しております。これに伴い、第

15期第３四半期連結累計期間の収益及び税引前四半期利益は非継続事業を除いた継続事業の金額に組替えて

表示しております。また、第16期第３四半期連結会計期間においてコスミック流通産業株式会社及びコス

ミックGCシステム株式会社を非継続事業に分類しております。これに伴い、第15期及び第15期第３四半期連

結累計期間の収益及び税引前四半期利益は非継続事業を除いた継続事業の金額に組替えて表示しておりま

す。

 
２ 【事業の内容】

当社グループは、「コンシューマ事業」及び「投資事業」の２つを報告セグメントとしています。当第３四半期連
結累計期間において、主な事業の変更及び主要な関係会社の異動があった報告セグメントは以下のとおりです。
（コンシューマ事業）
当第３四半期連結会計期間において、コスミック流通産業株式会社及びコスミックGCシステム株式会社の全株式の

譲渡契約を締結したことに伴い、それぞれの会社を非継続事業に分類しています。売却益等については、「第４　経
理の状況　１　要約四半期連結財務諸表　要約四半期連結財務諸表注記　10．非継続事業」、「第４　経理の状況　
１　要約四半期連結財務諸表　要約四半期連結財務諸表注記　11．売却目的で保有する資産」及び「第４　経理の状
況　１　要約四半期連結財務諸表　要約四半期連結財務諸表注記　14．後発事象（子会社株式の譲渡）」をご参照く
ださい。
また、当社は、当第３四半期連結会計期間において、当社が株式の100％を保有する子会社（株式会社Vacations）

を設立しました。
　なお、上記の他、事業の内容及び主要な関係会社の異動に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。また、当社グループはIFRSを適用しております。

 

　(1) 経営成績の状況

当社グループをとりまく経営環境につきまして、観光庁「宿泊旅行統計調査報告」（速報値）によりますと、

2021年度の国内旅行者数は、3億1,497万人泊で2019年比47.1%減(前年比5.0%減)、うち日本人延べ宿泊者数が3億

1,076万人泊で2019年比35.3%減（前年比0.2%減）、外国人延べ宿泊者数が421万人泊で2019年比96.4%減（前年比

79.3%減）となっており、国内旅行者数は全体として2020年同様に減少が続きました。新型コロナウイルス感染症の

感染拡大等により、当社主要事業の旅行事業を取り巻く環境は急速に変化しておりますが、足元の2022年３月単月

国内旅行者数は、前年同月比22.3%増の3,338万人泊、外国人延べ宿泊者数が前年同月比28.0%増の34万人泊（いずれ

も速報値）となり、同感染症の感染拡大等の影響から回復基調でありました。

　こうした状況において、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、収益は7,808,270千円

（前年同期比17.4%増）、営業利益は1,428,427千円（前年同期比64.7%増）、税引前四半期利益は1,404,907千円

（前年同期比68.4%増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は945,187千円（前年同期比31.9%増）となりまし

た。

 
　各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 
（コンシューマ事業）

コンシューマ事業につきましては、第３四半期連結会計期間においては、新型コロナウイルス感染症及びそれに

よるまん延防止等重点措置の発令等の影響が続いていたものの、第１四半期連結会計期間後半から第３四半期連結

会計期間にかけて同感染症の感染者の減少を受けて当社及び子会社の業績がともに回復に向かい、当セグメントの

収益は7,934,817千円（前年同期比18.1%増）、セグメント利益は1,554,975千円（前年同期比66.0%増）となりまし

た。

 
（投資事業）

　投資事業につきましては、成長企業等への投資を引き続き実施しておりますが、保有している営業投資有価証券

の株価の下落が生じた結果、当セグメントの収益及びセグメント利益は△126,547千円（前年同期のセグメントの収

益及びセグメント利益は△69,429千円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は20,615,502千円（前連結会計年度末比8,416,164千円増）となりまし

た。これは主に、現金及び現金同等物が増加したことによるものです。

 
（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は11,673,994千円（前連結会計年度末比1,785,909千円増）となりまし

た。これは主に、営業債務その他の債務が増加したことによるものです。

 
（資本）

当第３四半期連結会計期間末の資本合計は8,941,507千円（前連結会計年度末比6,630,254千円増）となりまし

た。これは主に、公募増資により資本金、資本剰余金が増加したこと及び親会社の所有者に帰属する四半期利益に

より利益剰余金が増加したことによるものです。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度に比べ、

6,038,611千円の増加となり、当第３四半期連結会計期間末は11,144,061千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローと要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金は、2,326,152千円（前第３四半期連結累計期間は△

730,441千円）となりました。収入の主な内訳は、税引前四半期利益1,404,907千円、営業投資有価証券の増減額

126,458千円、営業債務及びその他の債務の増減額1,910,071千円、支出の主な内訳は、棚卸資産の増減額△343,604

千円、法人所得税の支払額△482,557千円によるものであります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金は、△465,549千円（前第３四半期連結累計期間は△

609,885千円）となりました。これは主に敷金及び保証金の差入による支出△659,165千円、保険積立金の払戻によ

る収入221,462千円によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金は、4,881,572千円（前第３四半期連結累計期間は△

3,215,015千円）となりました。これは主に株式の発行による収入5,350,486千円、自己株式の売却による収入

364,987千円、長期借入金の返済による支出△582,865千円によるものであります。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2022年３月25日開催の取締役会において、当社連結子会社であるコスミック流通産業株式会社及びコス

ミックGCシステム株式会社の全株式を譲渡することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたしました。詳細に

つきましては「第４ 経理の状況　１ 要約四半期連結財務諸表注記　14．後発事象」をご参照ください。

 

EDINET提出書類

株式会社アドベンチャー(E31036)

四半期報告書

 4/34



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2022年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年５月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,500,700 7,500,700

 東京証券取引所
マザーズ（第３四半期
会計期間末現在）

グロース市場（提出日
現在）

完全議決権株式であり、
株主としての権利内容に
何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であ
ります。
また、単元株式数は100
株となっております。

計 7,500,700 7,500,700 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2022年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年１月１日～
2022年３月31日

- 7,500,700 - 3,281,560 - 2,866,568
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(2021年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)  ―
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 7,496,600
 

74,966
「１（１）②発行済株式」の「内
容」の記載を参照

単元未満株式 普通株式 4,100
 

― ―

発行済株式総数 7,500,700 ― ―

総株主の議決権 ― 74,966 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式96株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第64号)第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年１月１日から2022年

３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2021年７月１日から2022年３月31日まで)に係る要約四半期連結財務諸表

について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【要約四半期連結財務諸表】

(1) 【要約四半期連結財政状態計算書】

(単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2021年６月30日)

 
当第３四半期連結会計期間

(2022年３月31日)

資産     

流動資産     

現金及び現金同等物 13 5,105,449  11,144,061

営業債権及びその他の債権 13 1,023,565  1,935,373

棚卸資産  1,080,893  159,938

営業投資有価証券 13 1,189,684  1,063,225

その他の金融資産 13 179,002  173,446

その他の流動資産  455,583  420,074

小計  9,034,179  14,896,121

売却目的で保有する資産 11 -  3,010,119

流動資産合計  9,034,179  17,906,240

     

非流動資産     

有形固定資産  143,987  62,658

使用権資産  752,440  711,618

のれん  1,101,295  529,172

無形資産  280,313  194,278

その他の金融資産 13 854,085  1,189,102

繰延税金資産  27,393  19,630

その他の非流動資産  5,643  2,801

非流動資産合計  3,165,158  2,709,262

資産合計  12,199,337  20,615,502
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(単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2021年６月30日)

 
当第３四半期連結会計期間

(2022年３月31日)

負債及び資本     

負債     

流動負債     

営業債務及びその他の債務 13 1,975,853  4,057,244

社債及び借入金 13 2,227,085  741,880

リース負債 13 250,316  192,568

引当金  12,678  -

未払法人所得税等  399,127  625,762

その他の流動負債  178,103  110,605

小計  5,043,164  5,728,060

売却目的で保有する資産に直接関連
する負債

11 -  2,033,274

流動負債合計  5,043,164  7,761,335

     

非流動負債     

社債及び借入金 13 3,971,785  3,324,125

リース負債 13 513,345  515,887

退職給付に係る負債  41,079  21,514

繰延税金負債  50,062  360

その他の非流動負債  268,647  50,771

非流動負債合計  4,844,920  3,912,659

負債合計  9,888,084  11,673,994

     

資本     

資本金 6 557,183  3,281,560

資本剰余金 6 492,191  3,270,281

利益剰余金 7 1,524,270  2,401,933

自己株式 6 △245,240  △675

その他の資本の構成要素  △17,152  △11,593

親会社の所有者に帰属する持分合計  2,311,253  8,941,507

資本合計  2,311,253  8,941,507

負債及び資本合計  12,199,337  20,615,502
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(2) 【要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書】

【要約四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

 注記
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

収益 5,8 6,650,318  7,808,270

売上原価  2,267,204  1,294,382

営業総利益  4,383,114  6,513,887

販売費及び一般管理費  3,680,889  5,163,351

その他の収益  174,468  79,952

その他の費用  9,656  2,060

営業利益 5 867,036  1,428,427

金融収益  48  17,142

金融費用  32,654  40,662

税引前四半期利益  834,430  1,404,907

法人所得税費用  286,052  542,273

継続事業からの四半期利益  548,377  862,634

非継続事業     

非継続事業からの四半期利益 10 162,336  82,553

四半期利益  710,714  945,187

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  716,583  945,187

非支配持分  △5,869  -

合計  710,714  945,187

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円）     

継続事業 12 81.22  122.50

非継続事業 12 24.91  11.72

基本的１株当たり四半期利益 12 106.13  134.22

希薄化後１株当たり四半期利益（円）     

継続事業 12 81.11  120.08

非継続事業 12 24.88  11.49

希薄化後１株当たり四半期利益 12 105.99  131.57
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：千円)

 注記
前第３四半期連結会計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

 
当第３四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

収益  1,898,035  2,869,035

売上原価  429,330  663,454

営業総利益  1,468,704  2,205,580

販売費及び一般管理費  1,072,044  1,725,156

その他の収益  49,656  13,379

その他の費用  -  -

営業利益  446,316  493,802

金融収益  28  5,630

金融費用  8,440  13,895

税引前四半期利益  437,905  485,538

法人所得税費用  154,375  173,173

継続事業からの四半期利益  283,529  312,365

非継続事業     

非継続事業からの四半期利益  5,147  12,819

四半期利益  288,677  325,184

     

四半期利益の帰属     

親会社の所有者  288,677  325,184

非支配持分  -  -

合計  288,677  325,184

     

１株当たり四半期利益     

基本的１株当たり四半期利益（円）     

継続事業 12 41.99  41.65

非継続事業 12 0.76  1.71

基本的１株当たり四半期利益 12 42.75  43.35

希薄化後１株当たり四半期利益（円）     

継続事業 12 41.94  40.92

非継続事業 12 0.76  1.68

希薄化後１株当たり四半期利益 12 42.70  42.60
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【要約四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

 注記
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

 
当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

四半期利益  710,714  945,187

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測
定する金融資産

 366  908

純損益に振り替えられることのない項目
合計

 366  908

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  2,359  4,651

純損益に振り替えられる可能性のある項
目合計

 2,359  4,651

その他の包括利益合計  2,725  5,560

四半期包括利益  713,440  950,747

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  719,249  950,747

非支配持分  △5,809  －

四半期包括利益  713,440  950,747
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【第３四半期連結会計期間】

(単位：千円)

 注記
前第３四半期連結会計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

 
当第３四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

四半期利益  288,677  325,184

その他の包括利益     

純損益に振り替えられることのない項目     

その他の包括利益を通じて公正価値で測
定する金融資産

 406  1,088

純損益に振り替えられることのない項目
合計

 406  1,088

     

純損益に振り替えられる可能性のある項目     

在外営業活動体の換算差額  6,713  2,086

純損益に振り替えられる可能性のある項
目合計

 6,713  2,086

その他の包括利益合計  7,120  3,174

四半期包括利益  295,798  328,359

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  295,798  328,359

非支配持分  -  -

四半期包括利益  295,798  328,359
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(3) 【要約四半期連結持分変動計算書】

前第３四半期連結累計期間(自　2020年７月１日　至　2021年３月31日)

(単位：千円)

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持
分

合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

 
その他の資本の構成要素

 

在外営業
活動体の
換算差額

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

新株予約
権

合計

2020年７月１日
残高

 557,182 492,190 707,599 △244,894 △19,058 △1,498 1,595 △18,961 △16,746 1,476,369

四半期利益  - - 716,583 - - - - - △5,869 710,714

その他の包括
利益

 - - - - 2,302 362 - 2,665 59 2,725

四半期包括利益
合計

 - - 716,583 - 2,302 362 - 2,665 △5,809 713,440

剰余金の配当 7 - - △33,756 - - - - - - △33,756

新株の発行 6 1 1 - - - - - - - 3

自己株式の取
得

 - - - △346 - - - - - △346

子会社の支配
喪失に伴う変
動

 - - - - △1,181 238 - △942 22,556 21,613

所有者との取引
額合計

 1 1 △33,756 △346 △1,181 238 - △942 22,556 △12,485

2021年３月31日
残高

 557,183 492,191 1,390,427 △245,240 △17,936 △896 1,595 △17,237 - 2,177,324
 

 

　当第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

(単位：千円)

 注記

親会社の所有者に帰属する持分

非支配持
分

合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

 
その他の資本の構成要素

 

在外営業
活動体の
換算差額

その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

新株予
約権

合計

2021年７月１日
残高

 557,183 492,191 1,524,270 △245,240 △17,838 △908 1,595 △17,152 - 2,311,253

四半期利益  - - 945,187 - - - - - - 945,187

その他の包括
利益

 - - - - 4,651 908 - 5,560 - 5,560

四半期包括利益
合計

 - - 945,187 - 4,651 908 - 5,560 - 950,747

剰余金の配当 7 - - △67,524 - - - - - - △67,524

新株の発行 6 2,724,376 2,778,090 - - - - △2 △2 - 5,502,464

自己株式の取
得

6 - - - △181 - - - - - △181

自己株式の
処分  - - - 244,747 - - - - - 244,747

所有者との取引
額合計

 2,724,376 2,778,090 △67,524 244,565 - - △2 △2 - 5,679,506

2022年３月31日
残高

 3,281,560 3,270,281 2,401,933 △675 △13,186 - 1,593 △11,593 - 8,941,507
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(4) 【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

(単位：千円)

 注記
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期利益  834,430 1,404,907

非継続事業からの税引前四半期利益  97,800 142,014

減価償却費及び償却費  355,022 333,037

減損損失  - 38,028

金融収益及び金融費用  57,137 28,907

営業債権及びその他の債権の増減額  △821,660 △638,958

棚卸資産の増減額  △6,208 △343,604

営業投資有価証券の増減額  69,429 126,458

営業債務及びその他の債務の増減額  △973,744 1,910,071

その他  △297,021 △223,111

小計  △684,814 2,777,752

利息及び配当金の受取額  151 17,225

利息の支払額  △57,288 △46,133

法人所得税の還付額  29,737 59,864

法人所得税の支払額  △18,226 △482,557

営業活動によるキャッシュ・フロー  △730,441 2,326,152

    

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △19,172 △36,250

無形資産の取得による支出  △5,689 -

敷金及び保証金の差入による支出  △92,107 △659,165

敷金及び保証金の回収による収入  17,905 18,387

保険積立金の払戻による収入  - 221,462

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る支出

 △566,627 -

その他  55,805 △9,982

投資活動によるキャッシュ・フロー  △609,885 △465,549

    

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額  △2,275,006 50,000

長期借入金の返済による支出  △822,704 △582,865

長期借入れによる収入  180,000 -

社債の償還による支出  △10,000 -

リース負債の返済による支出  △253,206 △233,331

株式の発行による収入 6 - 5,350,486

自己株式の売却による収入 6 - 364,987

配当金の支払額  △33,756 △67,524

その他  △342 △181

財務活動によるキャッシュ・フロー  △3,215,015 4,881,572

現金及び現金同等物の増減額  △4,555,342 6,742,175

現金及び現金同等物の期首残高  6,876,759 5,105,449

現金及び現金同等物に係る換算差額  2,208 4,483

売却目的で保有する資産に含まれる現金及び現金
同等物の振替額

 - △708,047

現金及び現金同等物の四半期末残高  2,323,625 11,144,061
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

株式会社アドベンチャー（以下「当社」という。）は日本に所在する株式会社であります。その登記されている本

社及び主要な事業所の住所は、ホームページ（https://jp.adventurekk.com/）で開示しております。

2022年３月31日に終了する第３四半期の当社の要約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社（以下「当社グ

ループ」という）により構成されております。

当社グループの主な活動はコンシューマ事業及び投資事業であります。各事業の内容については、注記「５.事業セ

グメント」に記載しております。

 

２．作成の基礎

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)第１条の２に掲げる「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規

定により、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して作成しております。

要約四半期連結財務諸表は、年次連結財務諸表で要求されている全ての情報が含まれていないため、前連結会計

年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものであります。

本要約四半期連結財務諸表は、2022年５月13日に当社取締役会によって承認されております。

 

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品を除き、取得原価を基礎

として作成しております。

 

(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、千円未満の端

数を切捨てて表示しております。

 

３．重要な会計方針

当第３四半期連結累計期間の要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、前連結会計年度の連結

財務諸表において適用した会計方針と同一です。

 
４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

当社グループは、IFRSに準拠した要約四半期連結財務諸表の作成において、会計方針の適用並びに資産、負債、収

益及び費用の金額に影響を及ぼす判断、会計上の見積り及び仮定を用いております。これらの見積り及び仮定は、過

去の経験及び利用可能な情報を収集し、決算日において合理的であると考えられる様々な要因等を勘案した経営者の

最善の判断に基づいております。しかしながら、その性質上、これらの見積り及び仮定に基づく数値は実際の結果と

は異なる可能性があります。

見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直しております。これらの見積りの見直しによる影響は、当該見積り

を見直した期間及び将来の期間において認識しております。

当第３四半期連結累計期間の要約四半期連結財務諸表における重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断は、原

則として2021年６月30日に終了する前連結会計年度に係る連結財務諸表と同様であります。

なお、新型コロナウイルス感染症による影響は、前連結会計年度末時点における見込みから重要な変更はなく、当

連結会計年度までは売上高の減少の影響が継続するものの、それ以降は徐々に回復すると仮定した計画を策定し、資

産の減損のほか、会計上の見積りに反映しております。
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５．事業セグメント

(1)　報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっております。当社グループは、

事業の種類別に「コンシューマ事業」及び「投資事業」の２つを報告セグメントとしております。

「コンシューマ事業」は、個人や企業に対する商品の販売やサービスの提供を行っております。

「投資事業」は、将来性があり、キャピタルリターンの期待できるビジネスや企業への投資を行っております。

なお、前連結会計年度において行われた株式会社wundou、株式会社ギャラリーレア及び株式会社EDISTの全株式の

譲渡、及び2022年３月25日において締結されたコスミック流通産業株式会社及びコスミックGCシステム株式会社の

全株式の譲渡契約に伴い、これら５社の事業については非継続事業に分類し、セグメント情報から除いておりま

す。

 
(2)　セグメント収益及び業績

当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりであります。

　　　なお、セグメント間の売上収益は、市場実勢価格に基づいております。　

 
　　　前第３四半期連結累計期間(自　2020年７月１日　至　2021年３月31日)

(単位：千円)

 

 
報告セグメント

 合計 調整額 連結
コンシューマ

事業 投資事業

　セグメント収益 6,719,747 △69,429 6,650,318 － 6,650,318

合計 6,719,747 △69,429 6,650,318 － 6,650,318

　セグメント利益 936,466 △69,429 867,036 － 867,036

　金融収益     48

　金融費用     32,654

　税引前四半期利益     834,430
 

　（注）セグメント損益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 
　　　当第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

(単位：千円)

 

 
報告セグメント

 合計 調整額 連結
コンシューマ

事業 投資事業

　セグメント収益 7,934,817 △126,547 7,808,270 － 7,808,270

合計 7,934,817 △126,547 7,808,270 － 7,808,270

　セグメント利益 1,554,975 △126,547 1,428,427 － 1,428,427

　金融収益     17,142

　金融費用     40,662

　税引前四半期利益     1,404,907
 

　（注）セグメント損益は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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６．資本金及びその他の資本項目

前第３四半期連結累計期間(自　2020年７月１日　至　2021年３月31日)

著しい変動はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

当社は、2021年12月３日開催の取締役会決議に基づき、2021年12月20日を払込期日とする公募増資及び自己株式の

処分を実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において公募増資により資本金が2,723,332千円、資

本剰余金が2,655,156千円増加し、自己株式の処分により資本剰余金が121,889千円増加し、自己株式が244,747千円減

少しております。

 
７．配当金

配当金の支払額は以下のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間(自　2020年７月１日　至　2021年３月31日)

決議日 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2020年９月24日
定時株主総会

普通株式 33,756 5.0 2020年６月30日 2020年９月25日
 

 

 

当第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

決議日 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2021年９月24日
定時株主総会

普通株式  67,524  10.0 2021年６月30日 2021年９月27日
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８．収益

当社グループは、顧客への旅行商品その他のサービスの提供、及び成長企業等に対する投資を主たる事業としてお
り、これらの事業は、顧客へのサービスの提供についてはコンシューマ事業、成長企業等に対する投資については投
資事業に分類しております。また、当社の取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、これらの事
業については定期的に検討を行う対象としております。
コンシューマ事業に係る収益の分解につきましては地理的区分、市場や顧客の種類、契約の種類又は存続期間、財

又はサービスの移転時期、及び販売経路などを総合的に勘案し、当社グループの収益及びキャッシュ・フローの性
質、金額、時期及び不確実性が受ける経済的要因をより適切に描写する観点から、サービスの種類別に「国内航空
券」、「海外航空券」、「ホテル」、「レンタカー」、「ツアー」及び「その他」に、収益を分解することが適切で
あると判断しております。
コンシューマ事業の分解した収益及び投資事業に係る収益と、セグメント収益との関連は以下のとおりでありま

す。なお、以下のコンシューマ事業及び投資事業の収益は、「５．事業セグメント」に記載される各セグメントの収
益と一致しております。
また、2022年３月25日において締結されたコスミック流通産業株式会社及びコスミックGCシステム株式会社の全株

式の譲渡契約に伴い、当第３四半期連結累計期間より、従来これらの事業として分解していた「チケット等の流通」
については非継続事業に分類しております。

 
前第３四半期連結累計期間(自　2020年７月１日　至　2021年３月31日)

(単位：千円)

  セグメント

  コンシューマ事業 投資事業 合計

 国内航空券 3,633,395 － 3,633,395

 海外航空券 80,741 － 80,741

 ホテル 54,225 － 54,225

 レンタカー 116,281 － 116,281

 ツアー 2,733,380 － 2,733,380

 その他 101,724 － 101,724

 投資事業に係る収益 － △69,429 △69,429

合計 6,719,747 △69,429 6,650,318
 

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2021年７月１日　至　2022年３月31日)

(単位：千円)

  セグメント

  コンシューマ事業 投資事業 合計

 国内航空券 5,740,536 － 5,740,536

 海外航空券 37,561 － 37,561

 ホテル 74,774 － 74,774

 レンタカー 177,081 － 177,081

 ツアー 1,669,811 － 1,669,811

 その他 235,051 － 235,051

 投資事業に係る収益 － △126,547 △126,547

合計 7,934,817 △126,547 7,808,270
 

（注）グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
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９．支配の喪失

前第３四半期連結累計期間（自 2020年７月１日 至 2021年３月31日）

(1)株式会社wundouの株式の譲渡

当社は、2020年８月５日開催の取締役会において、連結子会社である株式会社wundou(以下、wundou)の全株式を

譲渡することを決議し、2020年８月31日に当社の保有する全株式を譲渡しました。本件株式譲渡により、wundouに

対する当社の所有株式割合は100％から０％となり、同社を当社の連結範囲から除外することになりました。

 
①支配の喪失に伴う資産及び負債の変動

 (単位：千円)

 
支配喪失日

(2020年８月31日)

支配喪失時の資産の内訳  

流動資産 504,232

非流動資産 159,087

資産合計 663,320

支配喪失時の負債の内訳  

流動負債 51,585

非流動負債 18,981

負債合計 70,567
 

 
②支配の喪失に伴う現金及び現金同等物の変動

 (単位：千円)

 
支配喪失日

(2020年８月31日)

現金による受取対価 570,000

支配喪失時の資産のうち現金及び現金同等物 △198,612

子会社の支配喪失に伴う現金及び現金同等物の変動額 371,387
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(2)株式会社ギャラリーレアの株式の譲渡

当社は、2020年８月25日開催の取締役会において、前連結会計年度末において80.95％保有していた連結子会社で

ある株式会社ギャラリーレア(以下、ギャラリーレア)の株式を、残りの19.05％を取得して100％保有にした上で、

当該100％の株式を譲渡することを決議し、2020年９月15日付で同株式を譲渡しました。本件株式譲渡により、ギャ

ラリーレアに対する当社の所有株式割合は80.95％から０％となり、同社を当社の連結範囲から除外することになり

ました。

 
①支配の喪失に伴う資産及び負債の変動

 (単位：千円)

 
支配喪失日

(2020年９月15日)

支配喪失時の資産の内訳  

流動資産 2,904,518

非流動資産 1,282,859

資産合計 4,187,377

支配喪失時の負債の内訳  

流動負債 3,232,013

非流動負債 550,086

負債合計 3,782,099
 

 
②支配の喪失に伴う現金及び現金同等物の変動

 (単位：千円)

 
支配喪失日

(2020年９月15日)

現金による受取対価（注） 458,147

支配喪失時の資産のうち現金及び現金同等物 △1,396,162

子会社の支配喪失に伴う現金及び現金同等物の変動額 △938,015
 

（注）現金による受取対価は、譲渡対価から非支配株主からの取得価額を差し引いた金額です。

 
当第３四半期連結累計期間（自 2021年７月１日 至 2022年３月31日）

該当事項はありません。
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10．非継続事業

(1）非継続事業の概要

当社は、当第３四半期連結会計期間においてコスミック流通産業株式会社及びコスミックGCシステム株式会社の株式

の譲渡契約を締結したこと、及び前第１四半期連結会計期間において株式会社wundou及び株式会社ギャラリーレアの株

式を譲渡したことに伴い、それぞれの会社を非継続事業に分類しています。また、前第４四半期連結会計期間において

株式会社EDISTの株式を譲渡しましたので、前第３四半期連結累計期間において同社を非継続事業として修正再表示して

います。

 
(2)非継続事業に係る損益

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

収益 24,069,377 21,706,559

費用 23,971,577 21,564,544

非継続事業からの税引前四半期利益（注） 97,800 142,014

法人所得税費用 △64,536 59,461

非継続事業からの四半期利益 162,336 82,553
 

（注）当第３四半期連結累計期間には、前述の譲渡契約の締結に係る非継続事業を構成する処分グループを売却コス

ト控除後の公正価値で測定したことにより認識した損失が、30,296千円含まれております。

 
(3)非継続事業に係るキャッシュ・フロー

  (単位：千円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 107,319 △45,704

投資活動によるキャッシュ・フロー 9,980 △12,907

財務活動によるキャッシュ・フロー △299,208 △49,535

合計 △181,908 △108,146
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11．売却目的で保有する資産

当社は、保有するコスミック流通産業株式会社（以下、「コスミック流通」）及びコスミックGCシステム株式会社

（以下、「コスミックGC」）の全ての株式を株式会社プロトコーポレーション（以下、「プロト」）に売却することに

ついて、プロトとの間で、2022年３月25日に最終的な合意に至りました。これに伴い、コスミック流通及びコスミック

GCの資産、負債を売却目的保有に分類しております。コスミック流通は、売却コスト控除後の公正価値（売却予定価

額）が帳簿価額を上回っているため、帳簿価額で測定しています。一方で、コスミックGCは、売却コスト控除後の公正

価値（売却予定価額）が帳簿価額を下回っているため、売却コスト控除の公正価値で測定しております。

　また、コスミック流通及びコスミックGCの経営成績は、要約四半期連結損益計算書において、継続事業と区分して非

継続事業として表示しております。非継続事業の詳細については注記10．「非継続事業」をご参照ください。

　なお、当社は、2022年４月１日にコスミック流通及びコスミックGCの株式の譲渡を完了しております。

　売却目的で保有する資産、売却目的で保有する資産に直接関連する負債の内訳は、以下のとおりであります。

  (単位：千円)

 
前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

売却目的で保有する資産   

現金及び現金同等物 － 708,047

営業債権及びその他の債権 － 30,635

棚卸資産 － 1,264,558

その他の金融資産 － 93,678

その他の流動資産 － 14,359

有形固定資産 － 82,675

使用権資産 － 227,470

のれん － 553,392

その他の非流動資産 － 35,300

合計 － 3,010,119
 

 
 

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

売却目的で保有する資産に直接関連

する負債
  

　流動負債 － 1,734,791

 非流動負債 － 298,482

合計 － 2,033,274
 

 

EDINET提出書類

株式会社アドベンチャー(E31036)

四半期報告書

23/34



 

12．１株当たり利益

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

基本的１株当たり四半期利益   

継続事業（円） 81.22 122.50

非継続事業（円） 24.91 11.72

合計（円） 106.13 134.22

希薄化後１株当たり四半期利益   

継続事業（円） 81.11 120.08

非継続事業（円） 24.88 11.49

合計（円） 105.99 131.57
 

 

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

基本的１株当たり四半期利益   

継続事業（円） 41.99 41.65

非継続事業（円） 0.76 1.71

合計（円） 42.75 43.35

希薄化後１株当たり四半期利益   

継続事業（円） 41.94 40.92

非継続事業（円） 0.76 1.68

合計（円） 42.70 42.60
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(注) 基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　2020年７月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
至　2022年３月31日)

基本的１株当たり四半期利益   
親会社の所有者に帰属する四半期
利益(千円)

716,583 945,187

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期利益(千円) 716,583 945,187

継続事業 548,377 862,634

非継続事業 168,206 82,553

普通株式の期中平均株式数(株) 6,751,982 7,041,952

希薄化後１株当たり四半期利益   

四半期利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 8,934 141,943

うち新株予約権（株） 8,934 141,943
 

 

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　2021年１月１日
至　2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

基本的１株当たり四半期利益   
親会社の所有者に帰属する四半期
利益(千円)

288,677 325,184

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期利益(千円) 288,677 325,184

継続事業 283,529 312,365

非継続事業 5,147 12,819

普通株式の期中平均株式数(株) 6,752,437 7,500,600

希薄化後１株当たり四半期利益   

四半期利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 8,395 132,881

うち新株予約権（株） 8,395 132,881
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13．金融商品

(1)　金融資産及び負債の分類

　金融資産及び負債の帳簿価額及び会計上の分類は以下のとおりです。

 
　前連結会計年度（2021年６月30日）

　　①金融資産

（単位：千円）

 
純損益を通じて公正価値で

測定される金融資産

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定される金融

資産

償却原価で測定される金融
資産

現金及び現金同等物 ― ― 5,105,449

営業債権及びその他の債権 ― ― 1,023,565

営業投資有価証券 1,189,684 ― ―

その他の金融資産 ― 3,436 1,029,651

合計 1,189,684 3,436 7,158,667
 

 
　②金融負債

（単位：千円）

 
純損益を通じて公正価値で

測定される金融負債
償却原価で測定される金融負債

営業債務及びその他の債務 ― 1,975,853

短期借入金 ― 1,450,000

長期借入金 ― 4,748,870

リース負債 ― 763,661

その他の金融負債 ― 399,127

合計 ― 9,337,512
 

 
当第３四半期連結会計期間（2022年３月31日）

　①金融資産

（単位：千円）

 
純損益を通じて公正価値で

測定される金融資産

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定される金融

資産

償却原価で測定される金融
資産

現金及び現金同等物 ― ― 11,144,061

営業債権及びその他の債権 ― ― 1,935,373

営業投資有価証券 1,063,225 ― ―

その他の金融資産 ― ― 1,362,549

合計 1,063,225 ― 14,441,984
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　②金融負債

（単位：千円）

 
純損益を通じて公正価値で

測定される金融負債
償却原価で測定される金融負債

営業債務及びその他の債務 ― 4,057,244

長期借入金 ― 4,066,005

リース債務 ― 708,456

合計 ― 8,831,705
 

 
(2)　公正価値ヒエラルキーのレベル別分類

　　IFRS第13号「公正価値測定」は、公正価値の測定に利用するインプットの重要性を反映させた公正価値のヒエラ

　ルキーを用いて、公正価値の測定を分類することを要求しております。

　　公正価値の測定に用いられる公正価値の階層（公正価値ヒエラルキー）の定義は次のとおりです。

 
　　・レベル１：同一の資産又は負債の活発な市場における無修正の相場価格により測定した公正価値

　　・レベル２：レベル１以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを使用して測定した公正価値

　　・レベル３：観察可能でないインプットを使用して測定した公正価値

 
　　金融商品の公正価値ヒエラルキーのレベルは、公正価値の測定の重要なインプットのうち、最も低いレベルによ

　り決定されます。

　　上記の定義に基づき、要約四半期連結財政状態計算書において経常的に公正価値で測定されている金融資産及び

　金融負債の公正価値ヒエラルキーは以下のとおりです。

 
　前連結会計年度（2021年６月30日）

（単位：千円）

 レベル１ レベル２ レベル３

純損益を通じて公正価値で測定され
る金融資産

   

資本性金融商品 522,972 ― 666,712

その他の包括利益を通じて公正価値
で測定される金融資産

   

資本性金融商品 3,436 ― ―

合計 526,408 ― 666,712
 

 
 
　当第３四半期連結会計期間（2022年３月31日）

（単位：千円）

 レベル１ レベル２ レベル３

純損益を通じて公正価値で測定され
る金融資産

   

資本性金融商品 344,913 ― 718,312

その他の包括利益を通じて公正価値
で測定される金融資産

   

資本性金融商品 ― ― ―

合計 344,913 ― 718,312
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　　要約四半期連結財政状態計算書上、公正価値で測定されていない金融資産及び金融負債の帳簿価額、公正価値及

　び公正価値ヒエラルキーは以下のとおりです。

 
　前連結会計年度（2021年６月30日）

（単位：千円）

 帳簿価額 公正価値 公正価値ヒエラルキー

長期借入金(１年内返済予
定のものを含む)

4,748,870 4,691,283 レベル３

合計 4,748,870 4,691,283  
 

 
 
　当第３四半期連結会計期間（2022年３月31日）

（単位：千円）

 帳簿価額 公正価値 公正価値ヒエラルキー

長期借入金（１年内返済予定
のものを含む）

4,066,005 4,048,578 レベル３

合計 4,066,005 4,048,578  
 

 
なお、要約四半期連結財政状態計算書上、公正価値で測定されていない金融資産及び金融負債のうち、短期間で

決済されるものは、帳簿価額が公正価値の合理的な近似値となっているため、公正価値を開示しておりません。

短期間で決済されるもの以外の各金融商品の公正価値の測定方法は、元利金の合計額を、新規借入を行った場合

に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

 
(3) レベル３に区分される公正価値測定に関する情報

レベル３に区分されている経常的な公正価値測定を行う金融商品は、非上場株式であり、マーケットアプローチ

（類似取引比較法）及び将来事業計画のレビューの組み合わせにより評価しております。投資先企業の業績や投資

環境の悪化などの公正価値の下落に至る可能性がある事象が識別された場合には、当該事象を反映させて公正価値

を測定しております。なお、レビューに用いた将来事業計画につきましては、成長率、営業利益率等には不確実性

を伴います。

 
レベル３に区分される金融商品の調整表

公正価値ヒエラルキーレベル３に区分された経常的な公正価値測定について、期首残高から期末残高への調整表

は、以下のとおりです。

（単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2020年７月１日

　　至　2021年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

　　至　2022年３月31日）

期首残高 648,626 666,712

当期の利得又は損失 36,120 51,600

売却 － －

その他 － －

期末残高 684,746 718,312
 

（注） １．レベル間の振替はありません。

２．利得又は損失は、要約四半期連結損益計算書において、投資事業の営業損益として表示しております。

３．レベル３に区分した金融商品については適切な権限者に承認された公正価値測定の評価方針及び手続に従

い、担当部が対象金融商品の評価方法を決定し、公正価値を測定しております。公正価値の測定結果につい

ては適切な責任者が承認しております。なお、レベル３に区分した金融商品については、観察可能でないイ

ンプットを合理的に考え得る代替的な仮定に変更した場合に重要な公正価値の増減は見込まれておりませ

ん。
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14．後発事象

（子会社株式の譲渡）

　当社は、2022年３月25日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるコスミック流通産業株式会社（以下、

「コスミック流通」）及びコスミックGCシステム株式会社（以下、「コスミックGC」）の全株式を譲渡することを決

議し、2022年４月１日に全株式を譲渡しました。本株式譲渡により、2022年６月期の第４四半期より両社は当社の連

結の範囲から除外されます。

(1) 株式譲渡の理由

　当社はコスミック流通及び、コスミックGCの株式取得時から、当社の航空券等予約販売サイト「skyticket」で培っ

たオンラインマーケティングノウハウを活用することにより、両社のオンライン上での販売促進を目指してまいりま

した。

しかしながら、昨今の新型コロナウイルス感染拡大や、ウクライナにおける人道危機の発生等により、当社主要の

旅行事業を取り巻く環境は急速に変化しており、経営資源を集中する事の重要性がより増してきている状況となって

おります。

このような環境変化の中で、当社は積極的に事業の選択と集中を図り、旅行業以外の事業整理を行っていたとこ

ろ、株式会社プロトコーポレーション（以下、「プロト」）よりコスミック流通及び、コスミックGCの株式取得の意

向を受け、プロトの多店舗展開における経営資源やデータ活用等のノウハウを活用することにより、コスミック流

通、コスミックGC両社の将来に向けた事業拡大と高いシナジー効果が期待できるとともに、株式譲渡により当社の財

務基盤が強化されることとなり、双方において有益であると判断し、本譲渡にいたりました。

 
(2) 譲渡する相手会社の名称

株式会社プロトコーポレーション

 
(3) 譲渡の時期

2022年４月１日

 
(4) 当該子会社の名称、事業内容及び会社との取引内容

名称　　　　　　　　コスミック流通産業株式会社

事業内容　　　　　　ディスカウントチケット等の販売店舗及びサイトの運営

当社との取引内容　　銀行借入保証、株主優待券等の仕入及び販売

 
名称　　　　　　　　コスミックGCシステム株式会社

事業内容　　　　　　ギフト券等の販売店舗及びサイトの運営

当社との取引内容　　該当事項はございません

 
(5) 譲渡株式数、譲渡価格及び譲渡前後の所有株式の状況

①コスミック流通

Ⅰ 異動前の所有株式数 600株（議決権所有割合100.00%）

Ⅱ 譲渡株式数 600株（議決権所有割合100.00%）

Ⅲ 譲渡価格 当該会社の普通株式　1,449百万円

Ⅳ 異動後の所有株式数 0株（議決権所有割合：0.00%）
 

 
②コスミックGC

Ⅰ 異動前の所有株式数 200株（議決権所有割合100.00%）

Ⅱ 譲渡株式数 200株（議決権所有割合100.00%）

Ⅲ 譲渡価格 当該会社の普通株式　50百万円

Ⅳ 異動後の所有株式数 0株（議決権所有割合：0.00%）
 

 
(6) 当該子会社が含まれていた報告セグメントの名称

コンシューマ事業

 
(7) 当該子会社株式の譲渡に係る財務的影響

コスミック流通及びコスミックGCの株式の譲渡に係る当社業績に与える影響につきましては、現在精査中でありま

す。
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 (子会社の設立)

　当社は、2022年４月13日開催の取締役会において、子会社を設立することを決議いたしました。

(1)　子会社設立の理由

　当社はOTA（オンライントラベルエージェンシー）として、日本初のグローバルOTAを目指し、総合予約サイト

「skyticket」を運営しております。この度、オフショア開発拠点としてAdventure Korea, Inc.（仮称）を設立い

たします。

 
(2)　子会社の概要

①名称　　　　　　　　Adventure Korea, Inc.（仮称）

②所在地　　　　　　　Seoul, Korea

③代表者の役職・氏名　代表取締役社長　細谷　千夏（当社従業員）

④事業の内容　　　　　システム開発

⑤資本金　　　　　　　30億ウォン

⑥設立年月日　　　　　2022年７月（予定）

⑦大株主及び持株比率　当社100％
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２ 【その他】

　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2022年５月13日

株式会社アドベンチャー

取締役会  御中

　

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

　

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和田　磨紀郎 印
 

　

 指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上西　貴之 印
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドベ

ンチャーの2021年７月１日から2022年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年１月１日から

2022年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年７月１日から2022年３月31日まで）に係る要約四半期連結

財務諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、

要約四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、「四半期連結財務諸表の用語、

様式及び作成方法に関する規則」第93条により規定された国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して、株式会社

アドベンチャー及び連結子会社の2022年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び

第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人

の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から

独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる

証拠を入手したと判断している。

 
強調事項

要約四半期連結財務諸表注記14．後発事象において記載されているとおり、会社は、2022年３月25日開催の取締役会

において、連結子会社であるコスミック流通産業株式会社及びコスミックGCシステム株式会社の全株式を譲渡すること

を決議し、2022年４月１日付で譲渡している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
要約四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

要約四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき要約四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、国際会計基準第１号「財務諸表の表示」第４項に基づき、継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
要約四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から要約

四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、要約四半期連結財務諸表において、国際会計基準第１号「財

務諸表の表示」第４項に基づき、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において要約四半期連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する要約四半期連結財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、要約四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・　要約四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、国際会計基準第34号「期中財務報告」に準拠していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた要約四半期連結財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに要約四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・　要約四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手す

る。監査人は、要約四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人

は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が四半期連結財務諸表に添付する形で別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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